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No. 24 (1979) 

天然ヱルビウムの α，3Heの照射による即T mの生成

本間義夫，杉谷由美子，松井泰子，松浦忠子

〔日本薬学会第99年会 (1979年8月）で発表〕

〔目的J1a1Tmは 9.6 dの半減期で EC崩壊し， 207.9 KeVのy線を 43%の abundanceで放

出する。骨の腫：蕩や，種々の疾患のスキャニングに 167Tm-HEDTA錯体として用いられ， lBF,

B7msr以上の良好な結果を得ている。本報告では，酸化エルピウムをターゲットとして， 40MeV

の α，3He照射を行い，生成核種の励起関数，）享いターゲット収率曲線を求め，これらを検討し

て， t67Tmを生成するための最適照射条件を検討した。

〔実験〕 Al箔上に酸化エルピウムの薄膜（2.0～3. 5 mg/cmりをつくり，これを 10～15枚をス

タックターゲットとして，理研サイグロトロンで 40MeVの α，3He照射を行った。照射終了

1～3h後に intrinsicGe検出器を用い r線スペクトロメトリーを行い，各核反応の励起関数，

厚いターゲット収率曲線を求めた。

〔結果および検討）天然 Erの α，3He照射により， 161Tmを生成する際の主要な課題は，副生

成核種， 163Tm(ll.8 h), 165Tm(29. 6 h), 166Tm(7. 7 h), 168Tm(87 d）のうち長寿命で cooling除

去の不可能な 1asTm の生成を抑制する最適な照射条件を求めることである。同時に生成す

る 166Y,t69Yは化学分離による除去が可能なため問題とはならない0 3He照射では， 161Tm,

1asTmを生ずる核反応の励起関数がほぼ同じエネルギー範聞にわたっているため，照射エネル

ギーを変えることにより，その混入を抑えることは困難であり， 1asTm;1a1Tmの比は 3.7に達

した。 α照射では， Er（α，pxn)167Tmにより生成する 1a1Tmは， 40MeVで 32μ Ci/ μAhであ

り，照射終了時における 1asTm;1a1Tmの比は 0.9であった。この結果は，本報告の 3He照射の

例，および従来のブ7法である 1a7Er(p,n) 167Tmの 20μCi/ Ah, 168Tm/ rn1Tmの比 I.5よりもか

なり良好である。

Sr,Rbの α，3He照射による 87y_s7msrの生成および

その MIRD法による被曝線量

本間義夫，石井通子，村瀬裕子

〔日本薬学会第99年会 (1979年8月）で発表〉

〔目的〕 Caには invivo に用いるための適当な RIがないため，多くの点で化学的性質が Caに

類似している SrのRlをこの目的に使うことが可能である。 87msrは 388KeVの単一r線を放出

するが，被曝線量の増加をもたらす α，13-J f3+粒子は放出しなし、。すなわち，その物理的特性は

極めて体外からの検出に有利であり， Caが関連する invivoの研究に有力な追跡手段を提供し

うる。さらに s1y~s1msr を用いれば，比較的半減期の長い 87Y(80 h）からミルキングにより
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